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日
本
ホ
ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア
協
会
で
は
、
平

成
18
年
度
よ
り
「
世
界
ホ
ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア

デ
ー
」
を
最
終
日
と
し
た
1
週
間
を
「
ホ
ス

ピ
ス
緩
和
ケ
ア
週
間
」
と
し
、
緩
和
ケ
ア
の

普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
細
木
病

院
ポ
ピ
ー
病
棟
（
緩
和
ケ
ア
病
棟
）
で
も
こ

の
活
動
に
参
加
し
、
平
成
22
年
度
よ
り
継
続

し
て
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
お
り
、
今
年
度

で
9
年
連
続
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
10
月
12
日
に
当
院
新
館
地
下
高

行
記
念
講
堂
に
お
い
て
、「
在
宅
療
養
に
活

か
せ
る
ひ
と
工
夫
」
を
テ
ー
マ
に
、
在
宅
療

養
を
し
て
い
る
患
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
の

手
助
け
に
な
る
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
や
技
に
つ

い
て
、当
院
の
看
護
部
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
課
、
薬
剤
室
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
、

23
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
看
護
部
か
ら

は
、
ベ
ッ
ド
に
寝
た
ま
ま
で
シ
ャ
ン
プ
ー
す

る
時
の
ひ
と
工
夫
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

課
か
ら
は
、
ベ
ッ

ド
か
ら
の
起
き
上

が
り
、
ベ
ッ
ド
か

ら
車
い
す
へ
の
移

乗
、
ベ
ッ
ド
に

戻
っ
た
時
の
除
圧

方
法
な
ど
の
手
技

の
実
演
。
薬
剤
室

か
ら
は
、
飲
み
忘

れ
を
防
ぐ
ひ
と
工

夫
や
残
っ
て
し

ま
っ
た
薬
の
処
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
国
の
政
策
に
よ
り
、
が
ん
終
末
期

の
患
者
さ
ん
も
で
き
る
だ
け
在
宅
で
看
取
る

よ
う
な
流
れ
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
具
合
の
悪
い
患
者
さ
ん
を
自
宅
で
介
護

す
る
に
は
大
き
な
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ご
相
談
の
あ
る
方
は
、
当
院
患
者
サ
ポ
ー
ト

室
や
ポ
ピ
ー
病
棟
の
ス
タ
ッ
フ
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

当
院
南
館
3
階
に
あ
る
ポ
ピ
ー
病
棟
は
、

平
成
15
年
10
月
よ
り
緩
和
ケ
ア
病
棟
入
院
基

本
料
の
算
定
が
認
可
さ
れ
、11
部
屋
14
床（
個

室
8
部
屋
、
2
人
室
3
部
屋
）
で
稼
働
を
開

始
し
ま
し
た
。
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
は
、
痛

み
や
し
ん
ど

さ
な
ど
の
苦

痛
症
状
を
抱

え
た
が
ん
終

末
期
の
患
者

さ
ん
が
入
院

し
療
養
さ
れ

ま
す
。
し
か

し
、
2
人
室

は
カ
ー
テ
ン

1
枚
で
仕
切

ら
れ
た
空
間
と
な
り
、
が
ん
終
末
期
の
患
者

さ
ん
が
2
人
同
時
に
入
院
し
て
ご
利
用
い
た

だ
く
と
な
る
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
や

家
族
だ
け
で
過
ご
す
た
め
の
貴
重
な
時
間
の

提
供
が
で
き
な
い
の
で
は
と
、
こ
れ
ま
で
2

人
同
時
入
院
は
で
き
る
だ
け
控
え
て
い
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
ポ
ピ
ー
病
棟
で
療
養
し
た

い
と
希
望
し
て
も
入
院
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
開
設
15
年
目
と
な
る
今
年
、
改

修
工
事
を
行
う
の
を
機
に
、
全
部
屋
個
室
ト

イ
レ
完
備
の
12
部
屋
12
床
（
10
部
屋
無
料
、

2
部
屋
有
料
：
税
抜
3,
0
0
0
円
／
日
）

に
し
て
、療
養
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
に
し
、

10
月
か
ら
稼
働
を
始
め
ま
し
た
。
工
事
期
間

中
は
、
入
院
中
の
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
緩
和
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
方
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ス

タ
ッ
フ
一
同
、
一
丸
と
な
っ
て
尽
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
ポ
ピ
ー
病
棟
看
護
師
長　

片
岡　

健
）

細木病院グループは、国の次世代育成支援一般事業主認定と
高知県次世代育成支援企業の認証を受けています。

細木病院グループは、高知県から、介護職員の育成や定着、利用者満足度の
向上に向けて積極的に取り組んでいる介護事業所として認証を受けています。

細木
病院

ポピー病棟（緩和ケア病棟）
講演会開催 ＆ 療養環境改善

ポピー病棟見取図

ポピー病棟スタッフ一同

★ 

ホ
ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア
週
間
に

　 講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

★ 

10
月
よ
り
ポ
ピ
ー
病
棟
の

　 療
養
環
境
を
改
善
し
ま
し
た
！
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9
月
27
日
と
10
月
19
日

に
、
接
遇
研
修
会
”み
ん

な
で
取
り
組
も
う
!!
『
接
遇

マ
ナ
ー
』 “
を
開
催
し
ま
し

た
。
講
師
は
、
当
院
接
遇
向

上
委
員
で
あ
る
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
さ
く
ら
ん
ぼ
の
介
護
福
祉

士
、
政
平
佐
知
さ
ん
が
担
当

し
ま
し
た
。
政
平
さ
ん
は
以

前
、
ホ
テ
ル
で
の
接
客
の
経

験
が
あ
り
、
当
委
員
会
の
中

で
も
接
遇
マ
ナ
ー
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

　

今
回
、
私
が
印
象
に
残
っ

て
い
る
内
容
を
2
点
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
「
マ
ナ
ー
の
良

い
人
が
必
ず
使
っ
て
い
る
魔

法
の
言
葉
」
で
す
。
そ
の
魔

法
の
言
葉
と
は
「
ク
ッ
シ
ョ

ン
言
葉
」
で
す
。
ク
ッ
シ
ョ

ン
言
葉
と
は
、
話
の
本
題
の

前
に
「
お
手
数
お
か
け
し
ま

す
が
」
な
ど
、
ひ
と
つ
言
葉

を
付
け
加
え
る
技
法
で
す
。

こ
れ
を
用
い
る
こ
と
で
相
手

に
対
す
る
配

慮
や
思
い
や

り
が
違
う
と

思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は 

「
す
み
ま
せ

ん
」
と
い
う

便
利
な
言
葉

で
す
。
こ
の

言
葉
は
挨
拶

が
わ
り
、
軽

い
謝
罪
や
お

礼
の
言
葉

と
し
て
よ
く

使
わ
れ
ま
す

が
、
謝
罪
で

は
な
い
場
合
は
、
気
持
ち
を

込
め
る
意
味
と
し
て
、「
す

み
ま
せ
ん
」
で
は
な
く
「
あ

り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
で

伝
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
で
、
身
だ
し

な
み
や
態
度
、
表
情
、
言
葉

遣
い
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
で
印

象
は
随
分
違
う
も
の
に
な
る

と
思
い
ま
し
た
。
職
員
一
人

ひ
と
り
が
接
遇
マ
ナ
ー
の
向

上
に
努
め
、
患
者
さ
ん
や
地

域
の
方
が
気
持
ち
よ
く
利
用

で
き
る
病
院
に
、
職
員
も
働

き
や
す
い
職
場
と
な
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
接
遇
向
上
委
員
・

 

理
学
療
法
士　

松
田
恭
兵
）

院関係の仕事や学
会で、東京、大阪

などへ出張することが
多いが、特に東京では、
いつも宿泊するホテル
は決めている。そのほう
が間違えないし、いつも
のとおりで考えなくて

いいので楽である。しかも、忘れ物をしても
出てくることが多い。泊まっても大抵、翌朝
早く高知へ帰るので、羽田空港へ早く到着す
るホテルが便利である。しかもパック旅行で
も使えるし、都合がいい。フロントでチェッ
クインすれば、チェックアウトは鍵を返す箱
の中にキーを投げ込めば済む。省力化されて
いて便利である。バイキングの朝食も、あん
なに多様な副食は必要ない気がする。朝早く
食事がとれるのはありがたいが…。
　将来は、ホテルの使い心地がどんなに変化
するだろうかなあと漫然と考えていたら、イ
ンターネットに将来のホテルの姿が出てい

た。ホテルに入ると、まずフロントに向かう
のだが、フロントマンはロボットで、チェッ
クインはＩＴ化されて、従来のフロントマン
は消えそうだし、ルームキーも無くなるらし
い。チェックインもチェックアウトも時間の
制限が無くなって、いつでもできるようにな
るらしい。部屋に備え付けられている歯ブラ
シや整髪のくしやブラシは消えて、それこそ、
フロントに自動販売機が設置してあれば、事
足りる。その分、宿泊代を安くしてほしいが
…。しかし、連泊の場合は、部屋の清掃は有
料になりそうだ。室内での喫煙は、全面的に
禁止になるだろうし、これは健康にも良いだ
ろう。今のようにスマホが普及すれば、部屋
の固定電話も消えそうだ。室内に置いてある
聖書も電子化されるだろう。そう考えている
と、ホテルに泊まっても、ホテルマンに会わ
なくなる日が次第に近づいている気がする。
しかし、人に会わなければ、なんとなく味気
ない気がするが…。

ど
う
な
る
？ 

今
か
ら
の
ホ
テ
ル 

ど
う
な
る
？ 

今
か
ら
の
ホ
テ
ル 

時 事
エッセー 病

接
遇
マ
ナ
ー
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
！

細木病院
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8
月
18
日
、
サ
ン
ピ
ア
セ

リ
ー
ズ
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
日
本
医
師
事
務
作
業
補

助
研
究
会
第
5
回
高
知
地
方

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
研
究
会
の
高
知
県
支
部

は
、
細
木
病
院
の
堀
見
忠
司

院
長
が
顧
問
を
、
情
報
シ
ス

テ
ム
管
理
課
の
門
田
美
紀
医

療
秘
書
が
支
部
長
を
務
め
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
で
き
る

医
師
事
務
作
業
補
助
者
シ

リ
ー
ズ
第
2
弾
「
カ
ル
テ
・

診
断
書
の
書
き
方
講
座
」
を

テ
ー
マ
に
、
県
内
外
よ
り
97

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

高
知
高
須
病
院
管
理
部
支

援
室
の
山
岡
正
明
室
長
に
よ

る
「
医
療
事
故
（
紛
争
）
と

カ
ル
テ
等
記
載
に
つ
い
て
」

の
講
演
で
は
、
診
療
録
は
医

師
の
単
な
る
備
忘
録
で
は
な

く
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
、
患
者

さ
ん
、
家
族
の
た
め
の
カ
ル

テ
で
も
あ
り
、
遅
滞
な
く
記

載
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

や
、実
際
に
あ
っ
た
診
断
書
、

申
請
書
等
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例

か
ら
対
応
策
、
作
成
時
の

留
意
点
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
細
木
病
院
、

町
田
病
院
、
幡
多
け
ん
み

ん
病
院
か
ら
の
事
例
発
表

は
、
日
ご
ろ
の
業
務
の
参

考
と
な
る
内
容
ば
か
り
で

し
た
。
さ
ら
に
、
診
療
補

助
業
務
、
医
療
文
書
作
成

補
助
業
務
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、人
材
育
成
・

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
テ
ー
マ

別
に
分
か
れ
た
情
報
交
換

会
で
は
、
所
属
施
設
で
の

取
り
組
み
や
体
制
、
困
っ

て
い
る
こ
と
や
課
題
な
ど
が

そ
れ
ぞ
れ
話
し
合
わ
れ
、
よ

り
一
層
実
務
者
同
士
の
つ
な

が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
今
回
講

演
を
聞
い
た
こ
と
に
よ
り
危

機
感
が
生
ま
れ
た
」「
他
医

療
機
関
の
現
状
を
知
る
こ
と

は
自
分
た
ち
の
業
務
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
の
で

う
れ
し
い
」「
他
の
病
院
の

方
と
交
流
の
場
が
あ
る
の
は

と
て
も
あ
り
が
た
い
」
な
ど

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
今

後
も
情
報
共
有
の
場
に
積
極

的
に
参
加
し
、
日
々
の
業
務

に
活
か
し
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
課

 

医
療
秘
書　

野
村
香
苗
）

　

細
木
病
院
で
は
、年
2
回
、

春
と
秋
に
、
医
師
、
看
護
師

の
ほ
か
、
糖
尿
病
予
防
と
治

療
に
重
要
な
「
栄
養
」「
薬

剤
」「
運
動
」
に
関
わ
る
専

門
職
が
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん

や
ご
家
族
と
一
緒
に
糖
尿
病

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
秋
は
、
10
月
20
日
、
日

高
村
総
合
運
動
公
園
と
メ
ダ

カ
池
周
辺
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

し
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
中
、

患
者
さ
ん
8
名
、

職
員
18
名
、
協
力

業
者
5
名
の
計
31

名
が
参
加
し
、
日

頃
の
生
活
習
慣
、

栄
養
、
薬
剤
な
ど

に
関
す
る
話
を
し

な
が
ら
汗
を
流
し

ま
し
た
。
歩
行
距

離
は
約
2.5
㎞
で
設

定
し
ま
し
た
。
余
力
の
あ
る

方
は
約
5
㎞
、
50
分
間
を
か

け
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、

メ
ダ
カ
池
周
辺

の
緑
地
で
当
院

の
管
理
栄
養

士
が
献
立
し
た

糖
尿
病
患
者
さ

ん
向
け
の
お
弁

当
を
食
べ
ま
し

た
。
運
動
後
に

屋
外
で
お
弁
当

を
食
べ
る
機
会

は
新
鮮
で
、
管

理
栄
養
士
の
説

明
を
受
け
な
が

ら
皆
で
具
材
や

味
付
け
の
工
夫

に
つ
い
て
話
を
し
な
が
ら
食

事
を
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
春
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
運
動
や
食

事
を
通
じ
て
患
者
さ
ん
と

職
員
の
交
流
の
場
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
興

味
が
あ
る
方
は
、
当
院
内

科
外
来
☎
0
8
8
─

8
2
2

─

7
2
1
1
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
細
木
病
院
糖
尿
病
チ
ー
ム
・

 

理
学
療
法
士　

野
口
耕
造
）

日
高
村
総
合
運
動
公
園
で

　
　
　
　
　
　
　秋
の
糖
尿
病
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

細木病院

日
本
医
師
事
務
作
業
補
助
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　第
5
回
高
知
地
方
会 

開
催

細木病院
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障
害
者
の
働
き
方
に
は

「
一
般
就
労
」
と
「
福
祉
的

就
労
」
が
あ
り
ま
す
。
福
祉

的
就
労
に
は
「
就
労
継
続
支

援
」
と
「
就
労
移
行
支
援
」

が
あ
り
、
就
労
継
続
支
援
は

さ
ら
に
Ａ
型
と
Ｂ
型
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
Ａ
型
は
一
般

企
業
の
就
労
は
困
難
で
あ
る

が
雇
用
契
約
に
基
づ
く
就
労

が
可
能
な
方
が
対
象
と
な

り
、
最
低
賃
金
が
保
証
さ
れ

ま
す
。
Ｂ
型
は
一
般
企
業
へ

の
就
労
や
雇
用
契
約
に
基
づ

く
就
労
が
困
難
な
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
一
方
、
就
労

移
行
支
援
は
、
一
般
企
業
に

雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
と

見
込
ま
れ
る
方
が
対
象
と
な

り
、
一
般
就
労
に
向
け
て
事

業
所
内
や
企
業
に
お
け
る
作

業
や
実
習
等
を
通
し
、
適
性

に
合
っ
た
職
場
へ
の
就
労
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
就
労
後

の
定
着
の
た
め
の
支
援
も
行

い
ま
す
。
福
祉
的
就
労
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
作
業
所
で

働
き
た
い
方
、
企
業
で
の
就

労
を
目
指
す
方
、
そ
れ
ぞ
れ

自
分
の
特
性
に
合
わ
せ
て
、

支
援
を
受
け
な
が
ら
働
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
細
木
ユ
ニ
テ
ィ
病

院
医
療
相
談
室
☎
0
8
8
─

8
0
2
─

3
3
6
6
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
細
木
ユ
ニ
テ
ィ
病
院

 

医
療
相
談
室

　

野
村
佳
菜
子
）

　

10
月
14
日
、
第
四
小
学
校

の
校
区
の
地
区
民
大
運
動
会

が
開
催
さ
れ
、
同
じ
校
区
に

あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
の

職
員
も
参
加
し
ま
し
た
。
学

童
や
家
族
の
ほ
か
、
周
辺
住

民
や
地
域
の
役
員
さ
ん
な
ど

顔
な
じ
み
の
方
も
多
く
、
競

技
が
始
ま
る
と
、
地
区
別
に

分
け
ら
れ
た
テ
ン
ト
か
ら

は
、
終
始
大
き
な
声
で
「
頑

張
れ
～
！
」
の
声
が
飛
び

交
っ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
24
種
目
の
う
ち
、
基
本

的
に
走
る
競
技
に
は
エ
ン
ト

リ
ー
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

私
た
ち
の
「
青
組
」
を
応
援

す
る
声
は
、
ど
の
チ
ー
ム
よ

り
も
負
け
て
い
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
男

女
ペ
ア
で
、
樽

の
中
の
ビ
ー
ル

を
ス
ト
ロ
ー
で

飲
み
、
空
に
し

て
い
く
「
ビ
ー

ル
の
早
飲
み
」

競
技
に
出
た
選

手
は
、
ふ
ら
つ

き
な
が
ら
テ
ン

ト
内
に
帰
っ
て

来
て
、
大
き
な

声
援
と
拍
手
で

迎
え
ら
れ
た
り
、
あ
ち
こ
ち

で
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
い
ま

し
た
。

　

吹
く
風
が
や
や
ひ
ん
や
り

し
て
き
た
夕
方
、
結
果
発
表

の
後
は
、
お
楽
し
み
抽
選

会
。
朝
入
り
口
で
配
ら
れ
た

番
号
札
を
握
り
し
め
て
最
後

ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
1
位
の
景
品
「
自
転

車
」
を
当
て
た
の
が
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
の
職

員
の
お
義
父
さ
ん
と
知
り
、

皆
で
「
よ
か
っ
た
、
よ
か
っ

た
」
と
言
い
な
が
ら
、
運
動

場
を
後
に
全
身
で
地
域
交
流

を
し
た
1
日
で
し
た
。

（
在
宅
部
長　

廣
井
三
紀
）

在宅ネットワーク

通　信

在宅ネットワーク

通　信
まっことネット細木 まっことネット細木 ≪12月の予定≫

高知市上町5丁目4-1ピュアリフレビル1階
☎090-7788-1305

月～金（祝日休み）午前9時～午後4時
♠介護相談（相談無料）
　月～金（祝日休み）午前9時～午後4時
♣まっこと講座『病院で使える中国語講座』
　13日（木）27日（木）午後3時～午後3時30分
♣糖尿病教室『年末年始に気をつけよう』
　20日（木）午後2時～午後3時
♣防災教室『救急車が到着するまでにすること』
　28日（金）午後3時～午後3時30分
♣笑いヨガ
　19日（水）午後2時～午後3時
◆子育て広場「つみき」
　4日（火）午前10時～12時
◆いきいき百歳体操
　毎週月と木（祝日休み）午前10時～11時

♥参加費は無料です♥詳しくはホームページでご確認を♥

地
区
民
運
動
会
で

　
　
　
　
　地
域
交
流

細木病院在宅部は、高知県南海トラフ地震対策優良取組事業所の
５つ星認定（最高評価）を受けています。

ご存じですか！？ ソーシャルワーカー
からのミニ情報
ソーシャルワーカー
からのミニ情報

福祉的就労について
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薬
品
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

後
発
医
薬
品
は
、
新
薬
の

特
許
が
切
れ
た
後
に
、
同
じ

有
効
成
分
を
使
っ
て
製
造
さ

れ
た
薬
で
あ
り
、
研
究
開
発

の
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
た

め
、
先
発
医
薬
品
の
半
額
以

下
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

細
木
病
院
で
は
、
国
の
施
策

に
則
り
、
入
院
患
者
さ
ん
に

対
す
る
後
発
医
薬
品
の
使
用

促
進
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
外
来
患
者
さ

ん
に
対
し
て
は
、
一
部
の
医

薬
品
を
対
象
に
、
製
薬
会
社

が
独
自
に
つ
け
た
薬
の
名
前

で
は
な
く
、
有
効
成
分
の
名

前
（
一
般
名
）
で
処
方
せ
ん

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
名
で
処
方
さ
れ
た
医

薬
品
は
、
調
剤
薬
局
で
薬
剤

師
の
説
明
を
受
け
、
先
発
医

薬
品
で
も
後
発
医
薬
品
で

も
、
患
者
さ
ん
自
身
が
選
ぶ

こ
と
が

で
き
ま

す
が
、

1
割
～

3
割
負

担
の
た

め
、
先

発
医
薬

品
で
も

後
発
医

薬
品
で

も
支
払

額
が
あ

ま
り
変

わ
ら
な

い
か
ら

と
先
発
医
薬
品
を
選
ぶ
場
合

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
残
り
の
7
割
～
9
割

は
国
の
医
療
費
か
ら
支
払
わ

れ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省

の「
最
近
の
調
剤
医
療
費（
電

算
処
理
分
）
の
動
向
」
の
平

成
29
年
9
月
時
点
の
調
査
に

よ
る
と
、
高
知
県
の
後
発

医
薬
品
の
使
用
割
合
は
64
・

4
％
で
、
47
都
道
府
県
中
45

番
目
と
大
変
低
い
状
況
で

す
。
現
在
の
医
療
制
度
を
破

綻
さ
せ
ず
、
子
や
孫
の
代
ま

で
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
後
発
医
薬
品
の
選

択
を
検
討
し
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

（
薬
剤
室
長　

小
松
め
ぐ
み
）

　

発
達
障
害
に
つ
い
て
、
ス

タ
ッ
フ
の
理
解
や
知
識
を
深

め
、
支
援
の
質
を
高
め
る
た

め
、
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
講
師
を
お
招
き
し

て
、
普
段
は
当
事
者
向
け
に

実
施
さ
れ
て
い
る
「
社
会
人

に
な
る
前
の
プ
レ
ス
テ
ッ
プ

講
座
」
と
い
う
全
6
回
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
、
今
年
1
月
か

ら
8
月
に
か
け
て
、
デ
イ
ケ

ア
フ
レ
ン
ズ
の
ス
タ
ッ
フ
全

員
が
受
講
し
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
体
験
す
る
こ
と

で
、
利
用
者
さ
ん
の
支
援
の

た
め
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
社
会
に
出
た
り
仕

事
を
す
る
た
め
に
必
要
な
ス

キ
ル
、
自
分
の
生
活
習
慣
を

整
え
る
こ
と
、
身
だ
し
な
み

や
整
理
整
頓
が
で
き
る
こ

と
、
余
暇
の
過
ご
し
方
、
金

銭
管
理
な
ど
、
生
活
で
必
要

な
ス
キ
ル
や
自
分
の
感
情
に

気
づ
い
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

た
り
、
自
分
の
特
徴
を
理
解

す
る
と
い
っ
た
自
己
を
知
る

機
会
に
つ
い
て
、
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
な
ど
を
使
っ
て
考
え

る
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

発
達
障
害
が
あ
る
方
の
生

活
の
し
づ
ら
さ
や
困
り
事
が

一
人
ひ
と
り
違
う
よ
う
に
、

し
た
い
こ
と
や
目
標
も
人
そ

れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。
利
用
者

さ
ん
が
ど
ん
な
こ
と
に
困

り
、
ど
う
し
た
ら
夢
や
目
標

に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
障
害
と
な
っ
て
い
る
困

り
事
を
一
緒
に
確
認
し
て
、

対
処
や
具
体
的
な
計
画
を
立

て
る
支
援
方
法
を
こ
の
講
座

で
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
験
を
活
か
し

て
、
利
用
者
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
提
供
と
個
別
支
援
に
、

よ
り
一
層
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
認
定
心
理
士　
大
原
千
春 

黒
岩
恵
子
）

　

価
格
の
安
い
後
発
医
薬
品

（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）

の
使
用
促
進
は
、
国
の
医
療

費
適
正
化
計
画
の
中
で
主
要

な
施
策
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
厚
生
労
働
省
は
、
膨

張
す
る
医
療
費
に
歯
止
め
を

か
け
よ
う
と
、
後
発
医
薬
品

の
使
用
が
進
ん
で
い
な
い
都

道
府
県
を
重
点
地
域
に
指
定

し
て
、
な
ぜ
普
及
が
遅
れ
て

い
る
か
問
題
点
を
調
査
し
、

医
師
と
薬
剤
師
が
連
携
す
る

仕
組
み
作
り
な
ど
、
後
発
医

お
薬
相
談
室

　後
発
医
薬
品
の
普
及
促
進
│
高
知
県
は
全
国
45
番
目

ハロー★フレンズハロー★フレンズ
細木ユニティ病院

～精神科デイケア･フレンズ通信～
細木ユニティ病院

～精神科デイケア･フレンズ通信～

発達障害の理解と支援のために発達障害の理解と支援のために
社会人になる前の

プレステップ講座を通して
社会人になる前の

プレステップ講座を通して
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9
月
13
日
～
18
日
に
高

知
県
立
美
術
館
に
お
い
て
、

オ
ー
ル
ド
パ
ワ
ー
文
化
展
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
細
木
病

院
グ
ル
ー
プ
の

在
宅
部
門
か
ら

の
出
品
は
毎
年

恒
例
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ

ス
さ
く
ら
ん
ぼ
で
は
、
利
用

者
さ
ん
全
員
が
製
作
に
関
わ

れ
る
も
の
を
と
考
え
な
が
ら

開
催
時
期
も
踏
ま
え
て
秋
を

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
製
作
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

得
意
不
得
意
な
面
も
あ
る
た

め
、
作
業
を
分
担
し
て
彩
り

や
配
置
を
考
え
な
が
ら
少
し

ず
つ
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

全
体
の
仕
上
が
り
の
雰
囲
気

か
ら
作
品
名
を
「
川
の
な
が

れ
の
よ
う
に
」
と
命
名
。
素

敵
な
作
品
に
仕
上
が
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
良
く
晴
れ
た
気

持
ち
の
よ
い
秋
の
日
、
利
用

者
さ
ん
と
職
員
が
連
れ
立
っ

て
、
開
催
中
の
オ
ー
ル
ド
パ

ワ
ー
文
化
展
を
見
に
行
き
ま

し
た
。
会
場
に
は
、
高
齢
な

ど
関
係
な
い
数
々
の
力
作
が

並
ん
で
い
ま
し
た
。「
私
た

ち
の
は
ど
こ
や
ろ
う
？
」
と

キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
な
が
ら
探

し
発
見
。「
こ
れ
こ
れ
、
み

ん
な
で
作
っ
た
ね
え
」
満
面

の
笑
み
と
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。
会
場
で
見
る
と
作
品

完
成
の
喜
び
と
嬉
し
さ
が
倍

増
で
す
。
作
品
の
前
で
笑
顔

で
記
念
撮
影
「
ハ
イ
、
チ
ー

ズ
」。

　

展
示
作
品
の
中
に
は
、
同

じ
細
木
病
院
グ
ル
ー
プ
か
ら

の
作
品
も
展
示
さ
れ
て
い

て
、
大
変
励
み
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
、
私
た
ち
の
作
品

は
大
き
な
賞
を
取
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
利

用
者
さ
ん
全
員
（
最
高
齢
97

歳
！
）
で
完
成
さ
せ
た
こ
と

に
満
足
し
て
い
ま
す
。
で

も
、「
来
年
は
賞
を
狙
い
た

い
ね
え
」
と
帰
り
の
車
中
で

は
活
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま

し
た
。
作
品
の
鑑
賞
は
、
社

会
と
の
つ
な
が
り
や
生
き
が

い
を
見
い
だ
し
、
普
段
と
は

違
っ
た
貴
重
で
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

 

さ
く
ら
ん
ぼ
介
護
福
祉
士

冨
田
淳
子
）

　

こ
の
た
び
、
社
会
医
療
法
人

仁
生
会
細
木
病
院
グ
ル
ー
プ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。
お
気
に
入
り
へ

の
登
録
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
仁
生
会
の
法
人
情
報
や
グ

ル
ー
プ
全
体
で
発
行
し
て
い
る

当
情
報
誌
「
じ
ん
せ
い
」
の
ほ

か
、
こ
れ
ま
で
グ
ル
ー
プ
の
職

員
に
だ
け
配
布
し
て
い
た
、
仁

生
会
の
幹
部
職
員
の
リ
レ
ー

エ
ッ
セ
ー
「
ナ
ウ
・
レ
ッ
ツ
・

ビ
ギ
ン
」も
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
も
最
適

化
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

仁生会のホームページ
リニューアル！

https://www.jinseikai.kochi.jp/
https://jinseikai.kochi.jp/

（どちらでも可）

または

細木病院
三愛病院

第
47
回
高
知
県
オ
ー
ル
ド
パ
ワ
ー
文
化
展

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
ケ
ア
か
ら
力
作
出
品

仁生会のホームページ
https://www.jinseikai.kochi.jp/

鑑賞に訪れたデイサービスさくらんぼの利用者さんと職員

「川のながれのように」
デイサービスさくらんぼ

「高知のいごっそう」
デイサービスいろはＢ

「お面ぶどう会」
デイサービスいろはＡ

「まかふしぎ」
老人デイケアゆうゆう
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じんせい平成30年11月号

N

P5P3

P4

P2

P1

　

10
月
5
日
～
14
日
、
高

知
県
立
美
術
館
に
お
い
て
、

第
22
回
高
知
県
障
害
者
美
術

展
ス
ピ
リ
ッ
ト
ア
ー
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
障
害
の
あ

る
人
の
文
化
活
動
を
応
援

し
、
県
民
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
美
術

展
に
、
今
年
も
デ
イ
ケ
ア
フ

レ
ン
ズ
の
利
用
者
さ
ん
が
力

作
を
多
数
出
品
し
、
書
道
の

部
で
1
点
、
工
芸
の
部
で

1
点
、
立
体
作
品
等
の
部

で
1
点
、
絵
画
の
部
で
6
点

入
選
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
細
木
病
院
本
館
の
県
道
2
7
0
号
線
を
は
さ
ん
で
向
か
い
に

あ
っ
た
細
木
ビ
ル
を
解
体
、
整
地
し
、
外
来
患
者
さ
ん
用
の
駐
車
場
と
し
て
整

備
し
ま
し
た
。
24
台
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
、
お
車
の
出

入
り
は
、
左
図
中
Ｐ
5
の
区
画
の
県
道
側
左
上
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

注
意
願
い
ま
す
。

細木ユニティ病院細木ユニティ病院

♬♬音楽療法コンサートのご案内音楽療法コンサートのご案内

♬

　
音
楽
に
は
人
の
心
を
癒
し
元
気
づ
け
る
力
が
あ
り
ま
す
。
音
楽
療
法
は
、

音
楽
の
持
つ
力
を
活
用
し
な
が
ら
、
心
身
の
健
康
維
持
・
増
進
、
生
活
の
質

の
向
上
を
促
進
す
る
治
療
法
で
す
。

　
細
木
ユ
ニ
テ
ィ
病
院
で
は
、
月
2
回
ほ
ど
、Ｓ
館
6
階
で
音
楽
療
法
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
て
い
ま
す
。 

　
無
料
で
す
の
で
、
一 

般
の
方
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
＊
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ト
リ
オ
オ
ー
ブ
は
東
京
を
拠
点
に
活
躍
中
で
、高
知
出
身
の
演
奏
家
で
構
成
し
た
ト
リ
オ
で

す
。ユ
ニ
ッ
ト
名
は
、坂
本
龍
馬
の
言
葉
、「
日
本
の
夜
明
け
」か
ら
Ａ
ｕ
ｂ
ｅ（
夜
明
け
）と
命

名
。〝
高
知
の
た
め
の
ユ
ニ
ッ
ト
〞で
あ
り
、主
に
高
知
県
限
定
で
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
410
回
◇ 

金
管
楽
器
の
秘
密

　
12
月
7
日
（
金
）
午
後
2
時
〜

　
出
演
：
ト
リ
オ 

オ
ー
ブ
　
松
木
亜
希
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）、

 

阿
部
　
麿
（
ホ
ル
ン
）、
奥
村
尚
美
（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
）

 

＆ 

杉
本
成
美
（
ピ
ア
ノ
）

＜
＞

細　　木
ユニティ
病　　院

デ
イ
ケ
ア
フ
レ
ン
ズ
か
ら

　
　今
年
も
ス
ピ
リ
ッ
ト
ア
ー
ト
に
多
数
入
賞

外来駐車場（Ｐ5）を増設しました！細木
病院

「サイダーのビン」
藤原ちか子

〔絵画の部〕

「東ごう平八郎から明治天皇」
井上卓

「男組」
竹中貞夫

「大自然の中の猫親子」
Maki

〔書道の部〕
「蕪村の句」
山本めぐみ

「花の中でかくれんぼ」
宮地照子

〔立体作品等の部〕
「マンボウ」小原征一

「花Ⅰ」
山本めぐみ

〔工芸の部〕
「Lilax lamp」

Maki
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